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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。

＜患者様連絡事項＞
・浅坂　政美様～本日、9：30～16：00迄でデイケア体験利用の為外出へ行かれています。

・吉島　知寿子様～昨日、17時過ぎに夫様病院正面玄関前に来られ、単独外出・外泊許可証にサインを頂いています。本日は、スタッフ付き添いにて9:00～11：00迄で買い物外出へ行かれています。日用品を購入され、移動時のタクシーの中ではオーバーリアクションで話し掛けの多さ見られています。帰院後は、不機嫌さはありません。

・犾守　佑太様～5/31 16:00～ 4F診察室にて、病状を含めた今後について面談を行います。家族のみの面談となります。

・三浦　久司様～6/4（月）10：00　八戸市障害福祉課の訪問調査があります。御家族・ＳＷ、担当スタッフが入ります。当日スタッフの方は対応お願いします。

[bookmark: _GoBack]・吉田　光良様～6/4退院予定です。ＳＷより連絡があり、退院前にケア会議実施をしたいとの事です。（南陽館スタッフ、ケアマネ、病棟スタッフ、ＳＷ、家族）
5/31午後または6/4退院前で調整中。決まり次第、連絡が来る予定です。退院時間はＳＷより家族へ確認中です。

・瀧澤　杏奈様～家族より退院希望あり、6/7 （木）14:00で退院となります。初外来は6/22（金）10:30となっています。

・巴　勇樹様～タバコの管理について、午前3本ずつと午後3本ずつで自己管理していま
したが、明日からタバコ1日6本の自己管理へステップアップしていきま
す。本人は了解済みで、ストレスはないとの事です。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～本日は、拒否なくプログラムに参加されていますが、作業療法時に拳でテーブルを殴っている事がありました。病状の波がある方なので、病状の観察や粗暴的な行動等に対する声掛けを都度行っていきましょう。

・曽我　正子様～作業療法時、他者へのかかわりや話し掛けが目立って来ています。気分の高まりが無いか本人の様子を観察していきましょう。

・吉島　知寿子様～本日、外出へ行く事もあり朝食は不食されています。気分の高さは続いています。朝のうちは、夫様に会いに行くという事を話していましたが、それはしない事を伝えると応じられています。スタッフ付き添いにて現金の引き出しと様々の日用品を購入されています。帰院後は、不機嫌さはありません。所在確認と突発的な行動に注意して観察していきましょう。

＜深澤Ｄｒケース検討＞
・浅坂　政美様～6/1（金）14：00　退院となります

・五日市　規様～治験中です。日課・プログラムは問題なく行えていますが、断続的に壁を叩いている等現在も粗暴的な行為が見られています。5/27（日）はスタッフ付き添いで散髪にも行かれ、5/28（月）には入浴されています。継続して声掛け介入していきましょう。

・松永　勘五郎様～治験中です。治験パッチは、拒否はなく貼付しています。パッチの部分は、発赤見られる時がありますが、ほぼ皮膚トラブルはありません。日課・プログラムは問題なく行えています。

・松谷　和也様～6月に治験薬開始の為、西病棟へ移動予定となっていますが、日程は調整
中です。

・畠山　文男様～日課・プログラム以外は自室にて臥床がちとなっています。昨日の日中
は、「帰りてぇなぁ…」「どんぐりが決まれば家さ、帰れるべ」と話して
いました。計画相談の留目氏より連絡あり、兄嫁様が手術施行し6/2（土）
退院予定で、退院1週間後くらいに留目氏が自宅訪問し、兄嫁様の家事
の様子をみてくるとの事。その際に、兄嫁様の腕の様子からいつ頃退院
が可能かどうか話をする予定となっているとの事です。ご本人様も退院
時期について気になっている様子から、退院の目途がつき次第、ご連絡
いただけるように依頼しています。

・飯田　修子様～ここ数日は大声を上げる事は少なく、日課・プログラムへも参加されて
います。余暇時も、ＤＶＤプレーヤーで音楽を聴いたり表情穏やかです。
　　　　　　　　他者への干渉はなく、他者トラブルもありません。他者トラブルに注意
し、訴え時は都度傾聴し対応していきましょう。

・木村　美智子様～両下腿の浮腫は軽減しています。それなりにＡＤＬは維持できており、
出来る所は本人で行って頂いています。「行きたくない」とレストランへ行こうとしない事がありますが、声掛け誘導にて行かれ全量摂取されています。「できない」など否定的なことを本人が話す時はありますが、都度の介入、促しは行っていきましょう。

・巴　勇樹様～本人と担当スタッフで話し合いながら、嗜好品について自己管理出来る事を勧めています。
